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Facebook

にじいろ
ひぐち秀敏の県議会だより

　産業経済委員会【新】
※産業労働部・観光局・農林水産部・
農地部・労働委員会の所管事項を調査

　人口減少問題対策
　特別委員会【継】
※結婚や子育て、安定的な
　雇用の創出などの対策等
　について調査

常任委員会、特別委員会の所属が
次のとおり決まりました。

常任委員会、特別委員会の所属が
次のとおり決まりました。

常任委員会

特別委員会

ひぐち議員の所属委員会ひぐち議員の所属委員会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
す
る
中
、
演
壇
に
は

飛
沫
感
染
防
止
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
、
傍
聴
者
も
原
則
別
室
で

の
モ
ニ
タ
ー
視
聴
に
よ
る
な

ど
、
感
染
対
策
が
と
ら
れ
た
中

で
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。
感

染
防
止
対
策
は
大
事
で
す
が
、

本
会
議
場
で
の
傍
聴
が
制
限
さ

れ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

質
疑
で
は
、
感
染
防
止
対
策

の
強
化
と
経
済
対
策
の
拡
充
を

求
め
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
私
は
職
場
や
地
域
の
声
を

も
と
に
、
医
療
従
事
者
や
港
湾

労
働
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
、
民
宿
な
ど
小
規
模
宿

泊
施
設
へ
の
支
援
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
、
病
院
・
診

池
田
千
賀
子
議
員
（
未
来
に
い

が
た
）
は
、
１
か
ら
３
月
期
の

全
産
業
の
経
常
利
益
が
前
年
同

期
比
で
30
％
以
上
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
税
収
の
減
少
に

よ
る
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。
花
角
知
事
は

　

私
が
所
属
す
る
議
会
会
派
の

未
来
に
い
が
た
を
は
じ
め
、
他

党
、
会
派
は
、
議
会
運
営
委
員

会
で
も
こ
の
こ
と
に
異
議
を
唱

え
て
き
ま
し
た
が
、
自
民
党
か

ら
は
明
確
な
根
拠
の
説
明
が
な

い
ま
ま
、
本
会
議
で
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
役
職
配
分
が
示

さ
れ
ま
し
た
。大
渕
健
議
員（
未

来
に
い
が
た
幹
事
長
）
は
、
野

党
に
も
議
席
数
に
応
じ
た
役
職

の
配
分
を
求
め
て
反
対
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

　

県
議
会
に
お
け
る
質
問
回
数

や
順
番
、
派
遣
者
の
決
定
な
ど

は
政
党
、
会
派
の
議
席
数
に
応

　

今
議
会
で
は
、
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選

任
（
改
選
）
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
正
副
委
員
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
議
会
ま
で
、
自

民
党
が
常
任
委
員
会
の
正
副
委

員
長
と
、
特
別
委
員
会
の
委
員

長
全
て
を
独
占
し
て
い
ま
し
た
。

療
所
な
ど
の
医
療
体
制
整
備
事

業
に
64
億
円
、
医
療
従
事
者
等

に
対
す
る
慰
労
金
支
給
事
業
に

52
億
円
、
飲
食
店
な
ど
が
行
う

感
染
防
止
対
策
へ
の
支
援
事
業

に
16
億
円
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
検
討
と
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
、
給
付
金
事
業
の
手

続
き
の
簡
略
化
や
、
政
府
に
よ

る
財
源
の
確
保
な
ど
と
と
も
に
、

引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た

県
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

「
影
響
は
大
き
い
」
と
し
な
が

ら
も
「
行
財
政
改
革
の
取
組
を

着
実
に
進
め
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

長
部
登
議
員
（
未
来
に
い
が

た
副
代
表
）
が
、
種
苗
法
改
正

案
の
県
内
農
業
者
の
受
け
止
め

を
問
う
と
「
約
４
分
の
１
の
方

が
内
容
を
承
知
し
て
い
な
い
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
南
魚

沼
の
農
家
か
ら
は
「
自
家
増
殖

が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
改
悪
は

や
め
て
ほ
し
い
」
と
聞
い
て
い

た
だ
け
に
驚
き
で
し
た
。
引
き

続
き
、
種
苗
法
改
正
案
の
問
題

点
の
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

じ
た
按
分
で
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
議
員
定
数
53
の
う

ち
、
自
民
党
は
31
人
（
58
％
）

で
、
自
民
党
が
一
つ
に
な
っ
た

１
９
５
５
年
以
降
、
60
％
を

切
っ
た
の
は
67
年
以
来
２
度
目

と
、
議
席
数
を
少
な
く
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
未
来
に
い
が
た

の
８
人
と
第
３
会
派
の
リ
ベ
ラ

ル
新
潟
の
５
人
を
合
わ
せ
る
と

13
人
（
24
％
）
で
、
全
体
の
約

４
分
の
１
に
な
り
ま
す
。
常
任

委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト

を
１
つ
ず
つ
野
党
が
担
っ
て
も

お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
を
た
ど
れ
ば
、
３
会
派

が
あ
っ
た
07
年
の
他
、
２
会
派

時
代
で
も
、
自
民
党
に
よ
る
委

員
長
の
独
占
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
国
会
や
他
の
自
治
体
議

会
で
も
、
多
数
を
握
る
１
つ
の

会
派
が
委
員
長
を
独
占
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
５
月
の
、
野
党
の
質
問

回
数
の
一
方
的
削
減
な
ど
、
自

民
党
の
数
の
力
に
よ
る
議
会
運

営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
民
主
的
な
議
会
運
営
を

求
め
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

新
潟
県
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
16
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
中
心
に
論
戦
が
交
わ
さ
れ
、
国
の
１
次
、
２
次

補
正
予
算
に
対
応
し
た
、
９
８
５
億
円
（
対
策
費
の
事
業
規
模
は
総
額
で
４
５
４
６
億
円
）

の
補
正
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。
私
は
３
度
目
の
一
般
質
問
に
立
ち
、
保
健
・
医
療
体
制
の

充
実
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
然
災
害
な
ど
、
複
合
災
害
に
対
応
で
き
る
県
の
体
制
な
ど
に
つ

い
て
花
角
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。（
一
般
質
問
の
詳
細
は
２
・
３
面
）

自
民
の
委
員
長
独
占
に
反
対

本会議場での一般質問の様子

９
８
５
億
円
の
補
正
予
算
を
可
決

新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
論
戦

新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
論
戦

６月定例会
一
般
質
問
で
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
を
求
め
る
、
ひ
ぐ
ち
秀
敏

県
議
＝
６
月
19
日
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一般質問

樋
口　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
で
、
医
療
機
関

の
多
く
が
財
政
悪
化
に
陥
っ
て

い
る
。
医
療
崩
壊
を
招
か
な
い

た
め
に
も
、
国
に
対
し
て
更
な

る
財
政
支
援
を
求
め
る
べ
き
だ
。

知
事　

全
国
知
事
会
を
通
じ

て
、
診
療
報
酬
や
空
床
補
償
等

の
財
政
措
置
を
講
ず
る
よ
う
国

に
緊
急
提
言
を
行
う
と
と
も

に
、
県
単
独
で
の
緊
急
要
望
も

行
っ
て
き
た
。
影
響
調
査
の
結

果
等
を
踏
ま
え
、
感
染
者
の
受

入
に
よ
り
経
営
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
医
療
機
関
へ
の
更
な
る
支

援
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
く
。

樋
口　

国
に
対
し
、
赤
字
の
補

填
、
経
営
上
の
直
接
給
付
に
な

る
支
援
を
求
め
て
も
ら
い
た
い
。

知
事　

医
療
機
関
側
の
考
え
方

や
現
在
の
状
況
、
希
望
さ
れ
る

と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

国
に
最
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

い
理
論
構
成
を
勘
案
し
、
詰
め

て
い
き
た
い
。

樋
口　

医
療
機
関
で
は
マ
ス
ク

や
防
護
服
な
ど
医
療
資
機
材
の

不
足
が
続
い
て
い
る
。
国
の
基

本
的
対
処
方
針
で
は
、
感
染
防

御
に
必
要
な
資
材
等
を
迅
速
に

確
保
し
、
適
切
な
感
染
対
策
の

下
で
の
医
療
提
供
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
第
２

波
に
備
え
た
取
り
組
み
と
知
事

の
決
意
を
伺
う
。

知
事　

国
か
ら
供
給
さ
れ
る
マ

樋
口　

保
健
所
の
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間

体
制
で
相
談
を
受
け
て
い
る
が

公
用
の
携
帯
電
話
は
１
台
し
か

な
く
、
検
体
搬
送
時
の
高
速
道

路
利
用
も
往
路
の
み
と
聞
く
。

保
健
所
の
予
算
拡
充
を
図
る
べ

き
だ
。

知
事　

指
摘
の
点
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
必
要
な
予
算
措
置
を

行
っ
た
。
今
後
も
必
要
な
も
の

は
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

樋
口　

国
内
へ
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
国
外
の
人
と
接
触

機
会
が
あ
る
港
湾
労
働
者
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
べ
き
だ
。

知
事　

現
状
で
は
、
専
門
家
会

議
で
の
議
論
な
ど
も
踏
ま
え
、

港
湾
労
働
者
に
対
し
て
も
こ
れ

ま
で
同
様
の
対
応
を
し
て
い
く
。

樋
口　

南
魚
沼
地
方
の
宿
泊
施

設
等
は
少
雪
な
ど
で
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
県
民
宿
泊
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
１
泊
１
万
円
以
上
が

条
件
だ
が
、
該
当
し
な
い
施
設

も
多
い
。
こ
う
し
た
事
業
者
へ

の
支
援
策
を
検
討
す
べ
き
だ
。

知
事　

今
後
、
国
が
実
施
す
る

「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

は
、
民
宿
な
ど
も
対
象
と
な
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

樋
口　

職
員
は
財
政
再
建
に
向

け
て
賃
金
削
減
に
協
力
す
る
一

方
、
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
更
な
る
賃
金
削
減
な

ど
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

知
事　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
、

給
与
の
臨
時
的
削
減
の
更
な
る

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

ス
ク
等
の
医
療
資
機
材
を
、
県

医
師
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

感
染
症
指
定
医
療
機
関
や
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
設
置
医
療
機

関
等
に
重
点
配
分
し
て
い
る
ほ

か
、国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
資
機

材
購
入
を
支
援
し
て
い
く
。

樋
口　

基
本
的
対
処
方
針
は

「
特
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
医
療
、

施
設
従
事
者
及
び
入
院
患
者
等

に
つ
い
て
は
、
率
先
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
を
受
け
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
」
と
し
て
い
る
。
県
の

対
応
を
伺
う
。

知
事　

医
療
施
設
の
従
事
者
な

ど
、
発
生
の
リ
ス
ク
が
特
に
高

い
業
務
に
携
わ
る
人
た
ち
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
は
、
専
門
家
会

議
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、
抗
原

検
査
の
活
用
な
ど
も
併
せ
て
速

や
か
に
検
討
し
て
い
く
。

樋
口　

感
染
症
対
策
に
努
め
る

職
員
の
士
気
高
揚
に
向
け
た
知

事
の
思
い
を
伺
う
。

知
事　

病
院
や
保
健
所
な
ど
最

前
線
で
の
業
務
の
ほ
か
、
事
業

者
支
援
や
学
校
教
育
な
ど
様
々

な
分
野
の
業
務
に
全
庁
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
感
謝
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両

立
を
図
る
た
め
、
県
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
り
抜
く
と
い
う
使

命
感
を
持
っ
て
、
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

人
員
増
に
踏
み
切
れ

県
の
防
災
体
制

樋
口　

知
事
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
は
他
県
か
ら
人
的
支

援
を
受
け
る
と
し
て
い
た
が
、

感
染
拡
大
で
支
援
を
行
え
る
状

況
に
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
感

染
拡
大
を
受
け
た
災
害
対
応
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

大
規
模
災
害
発
生
時
に

は
、
総
務
省
の
調
整
に
よ
り
他

県
か
ら
自
治
体
職
員
を
派
遣
す

る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
下
に
お
い
て
も
、
応
援
・

受
援
双
方
の
予
防
対
策
の
徹
底

や
現
地
に
赴
か
な
く
て
も
で
き

る
支
援
の
検
討
等
、
適
切
な
対

策
を
講
じ
た
上
で
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

樋
口　

複
数
の
災
害
等
が
同
時

に
発
生
す
る
事
態
を
想
定
し
た

防
災
体
制
を
構
築
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
に
当
た
っ
て
い
る
中
で
、

新
た
な
災
害
や
危
機
事
案
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
い
た
災
害
対
応
体

制
を
と
る
と
と
も
に
、
本
県
の

み
で
対
応
が
困
難
な
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
他
都

道
府
県
か
ら
人
的
支
援
を
受
け

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

樋
口　

知
事
部
局
の
正
規
職
員

は
２
０
０
０
年
以
降
、
２
０
５

１
人
（
27
％
）
が
削
減
さ
れ
、

一般質問の概要

ひぐち県議
病院支援など求める

例年なら春スキーで賑わう湯沢町浅貝地区。緊急事
態宣言が発令され、賑わいが消えた＝５月２日

医業収支の減少率（対前年同月比）

新潟県立13病院患者数の状況

※【全体】：対象病院（N）の
実績合計により算出した減少率

2020年 2019年 2020年 2019年 2020年 2019年 2020年 2019年
人 人 人 人 人 人 人 人 人 ％ 人 ％

２月 59,993 58,602 87,497 92,334 2,069 2,021 4,861 4,860 48 2.4 1 0.0
３月 59,239 64,524 100,654 103,788 1,911 2,081 4,793 5,189 -170 -8.2 -396 -7.6
４月 53,999 59,706 90,965 102,572 1,800 1,990 4,332 5,129 -190 -9.6 -797 -15.5
５月 50,785 60,116 80,294 99,888 1,638 1,939 4,461 5,257 -301 -15.5 -796 -15.2

１日当り患者数（増減）
入院 外来

入院 外来 １日当り入院患者数 1日当り外来患者数

［上段］：全病院
［下段］：新型コロナ入院患者受入病院等

　
ひ
ぐ
ち
秀
敏
県
議
は
６
月
定
例
会
で
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
で
疲
弊
す
る
医
療
機
関

へ
の
支
援
な
ど
を
求
め
、
花
角
県
政
の
姿
勢

を
た
だ
し
ま
し
た
。

民
宿
な
ど
も
支
援
対
象
へ

民
宿
な
ど
も
支
援
対
象
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
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一般質問

健
康
不
安
の
解
消
め
ざ
す

新
潟
水
俣
病

改
善
は
図
ら
れ
た
か

会
計
年
度
任
用
職
員

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
感
染

症
対
応
で
も
、
増
員
や
全
庁
的

な
応
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
、
新
た
な
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
し
つ
つ
、
業
務
の
効

率
化
に
向
け
て
不
断
の
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
、
業
務
量
に
応

じ
た
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め

る
。

樋
口　

年
度
途
中
の
増
員
は
、

保
健
師
な
ど
至
難
の
業
だ
。
余

裕
を
持
っ
た
人
員
配
置
と
す
べ

き
だ
。

知
事　

年
度
途
中
の
増
員
等
も

実
現
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

５
５
４
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

防
災
対
策
と
職
員
の
健
康
管
理

も
考
え
、
人
員
増
に
踏
み
切
る

べ
き
だ
。

知
事　

災
害
等
、
突
発
的
な
事

案
に
対
し
て
は
、
年
度
途
中
に

増
員
す
る
な
ど
、
特
定
の
職
員

に
過
度
な
負
担
が
集
中
し
な
い

樋
口　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
公
立
・
公
的

病
院
が
果
た
し
て
い
る
役
割
か

ら
、
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
・

統
合
は
見
直
す
べ
き
だ
。

知
事　

６
月
５
日
に
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
「
感
染
症
へ
の
対
応

を
取
り
込
み
な
が
ら
議
論
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
発

言
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
の

対
応
方
針
を
注
視
し
、
対
応
し

て
い
く
。
感
染
症
対
策
に
あ
た

る
地
域
の
中
核
病
院
に
、
医
療

資
源
を
集
約
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
た
。
中
核
病
院

の
整
備
・
機
能
強
化
を
柱
に
据

え
た
医
療
再
編
を
促
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

樋
口　

県
立
病
院
の
あ
り
方
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
再
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

知
事　

病
院
局
は
「
へ
き
地
病

院
」
は
市
町
村
主
体
の
運
営
、

加
茂
・
吉
田
病
院
は
公
設
民
営

な
ど
民
間
活
力
を
生
か
し
た
運

営
と
い
う
方
向
性
を
整
理
し
、

現
在
、
県
内
の
病
院
を
運
営
す

る
全
法
人
に
意
向
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
調
査
結
果
な
ど
を
地

元
市
町
村
等
に
提
供
し
、
丁
寧

に
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
く
。

樋
口　

魚
沼
医
療
圏
の
医
療
再

編
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
優
良
事
例
と
し
て
掲
載
。

公
立
病
院
改
革
を
進
め
て
き
た

総
務
省
が
優
良
事
例
と
認
め
る

魚
沼
医
療
圏
に
お
い
て
、
更
な

る
再
編
は
不
要
と
考
え
る
。

知
事　

医
療
再
編
に
よ
り
成
果

が
出
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
一
方
、
魚
沼
圏
域
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
で
は
「
選
択

と
集
中
の
段
階
は
終
了
し
、
連

携
強
化
と
役
割
分
担
・
機
能
強

化
を
進
め
て
い
く
時
期
。
人
口

減
少
が
進
む
中
、
２
０
２
５
年

以
降
の
入
院
医
療
提
供
体
制
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
地
域
の
情
勢
変

化
に
応
じ
て
不
断
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

樋
口　

魚
沼
基
幹
病
院
に
お
け

る
循
環
器
内
科
医
師
の
確
保
に

向
け
た
知
事
の
決
意
と
、
必
要

な
医
師
が
確
保
で
き
る
ま
で
の

対
処
方
針
を
伺
う
。

知
事　

平
成
30
年
６
月
か
ら
常

勤
医
１
名
、
昨
年
４
月
か
ら
非

常
勤
医
２
名
を
確
保
し
、
循
環

器
疾
患
患
者
の
受
入
を
再
開
し

て
い
る
。
新
潟
大
学
へ
の
医
師

派
遣
依
頼
な
ど
、
運
営
財
団
と

協
力
し
て
確
保
に
取
り
組
む
。

確
保
で
き
る
ま
で
の
間
は
、
長

岡
圏
域
の
医
療
機
関
と
連
携

樋
口　

総
務
大
臣
は
「
会
計
年

度
任
用
職
員
を
創
設
し
て
期
末

手
当
の
支
給
を
可
能
に
す
る
な

ポ
ー
タ
ー
に
は
、
補
償
救
済
を

求
め
て
い
る
被
害
者
の
実
態
や

現
状
を
知
る
人
を
採
用
す
べ
き

だ
。

知
事　

小
中
学
校
等
で
水
俣
病

学
習
に
取
り
組
む
教
員
へ
の
助

言
等
を
行
う
事
業
で
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は
、
水
俣
病
と
そ
の
被

害
者
の
実
態
や
現
状
を
知
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
実
際
に
授

業
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ふ

さ
わ
し
い
人
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
登
録
し
、
水
俣
病
学
習
の

普
及
・
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

樋
口　

新
潟
水
俣
病
福
祉
手
当

の
受
給
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る

昭
和
41
年
以
降
に
出
生
し
た
人

へ
の
救
済
措
置
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

知
事　

新
潟
水
俣
病
施
策
推
進

審
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、
健

康
不
安
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に
神

経
症
状
相
談
治
療
法
選
択
事
業

に
取
り
組
む
。
実
施
に
向
け
て

関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

樋
口　

ふ
れ
あ
い
館
新
潟
水
俣

病
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
サ

ど
、制
度
・
運
用
の
改
善
を
図
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
県
で

は
ど
う
改
善
が
図
ら
れ
た
か
。

知
事　

他
県
と
の
均
衡
を
踏
ま

え
た
給
与
水
準
の
見
直
し
や
、

国
の
非
常
勤
職
員
に
準
じ
た
休

暇
の
新
設
な
ど
、
制
度
の
趣
旨

に
沿
っ
て
見
直
し
た
。

樋
口　

新
潟
県
で
は
１
９
９
９

年
に
非
常
勤
職
員
の
制
度
変
更

時
に
一
時
金
を
含
め
て
日
額
を

決
定
し
た
と
し
て
、
会
計
年
度

任
用
職
員
に
一
時
金
を
支
給
し

な
い
こ
と
と
し
た
が
、
総
務
省

の
見
解
に
反
す
る
の
で
は
な
い

か
。
常
勤
職
員
と
の
均
衡
か
ら

夏
季
休
暇
は
５
日
と
す
べ
き
だ
。

総
務
管
理
部
長　

報
酬
水
準
を

維
持
し
た
上
で
期
末
手
当
を
不

支
給
と
し
た
も
の
で
適
当
だ
。

夏
季
休
暇
は
国
の
非
常
勤
職
員

と
の
均
衡
か
ら
３
日
と
し
た
も

の
で
適
当
だ
。

樋
口　

県
内
自
治
体
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
は
法
改
正

の
趣
旨
や
総
務
省
の
見
解
に
沿

わ
な
い
運
用
が
見
受
け
ら
れ

る
。
適
切
な
運
用
が
行
わ
れ
る

よ
う
助
言
す
べ
き
だ
。

知
事　

制
度
開
始
前
に
市
町
村

の
検
討
状
況
を
調
査
し
、
適
正

な
勤
務
条
件
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
助
言
し
た
。
改
め
て
実
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

助
言
を
行
っ
て
い
く
。

し
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
を
迅

速
に
搬
送
す
る
な
ど
対
応
し
て

い
く
。

樋
口　

魚
沼
基
幹
病
院
の
２
０

１
９
年
度
決
算
に
時
間
外
手
当

の
未
払
い
は
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。
是
正
勧
告
に
対
す
る
け
じ

め
は
い
つ
つ
け
る
考
え
か
。

知
事　

時
間
外
勤
務
手
当
の
不

足
分
は
金
額
の
確
認
に
相
当
な

時
間
を
要
し
て
い
て
、
決
算
に

は
影
響
額
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
財
団
の
責
任
や
け
じ
め
に

つ
い
て
は
、
対
応
に
一
定
の
目

途
が
つ
い
た
段
階
で
総
合
的
に

判
断
し
て
い
く
べ
き
だ
。

樋
口　

魚
沼
基
幹
病
院
を
運
営

す
る
一
般
財
団
法
人
新
潟
県
地

域
医
療
推
進
機
構
は
99
・
７
％

を
県
が
出
資
す
る
法
人
だ
。
推

進
機
構
の
情
報
公
開
に
対
す
る

評
価
と
県
の
指
導
を
伺
う
。

知
事　

病
院
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

適
切
に
情
報
開
示
を
行
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
指
定
管
理

者
制
度
に
基
づ
く
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
通
じ
て
指
導
し
て
き
た
。

台風19号の豪雨で決壊した魚野川の堤防（19年10月13日）。感染症と
の複合災害にも対応できる自治体職員の確保が求められる。

見て
みよう！

新潟県議会ホームページから６月定
例会の録画中継がご覧になれます。
ひぐち県議の質疑や、意見書の趣旨
弁明を見ることが
できます。

録画中継

再
編
・
統
合
は
見
直
せ

再
編
・
統
合
は
見
直
せ

県
立
病
院
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樋
口　

知
事
は
中
核
病
院
の
整

備
、
機
能
強
化
を
柱
に
据
え
る

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
経
営
委

員
会
の
提
言
と
違
う
方
向
で
見

直
し
が
進
め
ら
れ
る
の
か
。

経
営
企
画
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
も
機
能

強
化
に
含
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
検
討
し
て
き
た
方
向
性
を

変
更
す
る
必
要
は
な
い
。

樋
口　

機
能
強
化
で
、
へ
き
地

病
院
の
役
割
は
自
ず
と
変
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
課
長　

県
立
病
院
が

果
た
す
べ
き
役
割
に
重
点
化
を

図
る
。
広
域
基
幹
病
院
、
専
門

病
院
は
県
が
や
る
。
へ
き
地
病

院
は
市
町
村
主
体
の
運
営
を
、

加
茂
、
吉
田
は
公
設
民
営
な
ど

の
運
営
を
行
い
、
地
域
の
中
核

病
院
に
医
療
資
源
を
集
約
す
る
。

樋
口　

県
立
病
院
の
見
直
し

は
、
運
営
主
体
の
見
直
し
か
。

経
営
企
画
課
長　

公
立
の
役
割

は
認
め
る
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
に
近
い
部
分
は
市
町
村
主
体

の
運
営
で
は
な
い
か
、
と
経
営

委
員
の
意
見
が
あ
っ
た
。

樋
口　

市
町
村
側
の
意
見
は
。

経
営
企
画
課
長　

唐
突
だ
、
要

望
を
出
し
た
の
に
答
え
て
も
ら

え
な
い
、
県
の
財
政
が
困
難
で

あ
る
か
ら
市
町
村
に
と
い
う
の

は
間
違
い
だ
、
な
ど
が
あ
る
。

樋
口　

地
元
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
中
で
進
め
る
こ
と
な
い
か
。

経
営
企
画
課
長　

市
町
村
任

せ
、
押
し
つ
け
、
一
方
的
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
、
県
立
病
院

は
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
地
元

の
理
解
が
な
け
れ
ば
地
元
に
押

し
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。

樋
口　

魚
沼
基
幹
病
院
の
循
環

器
内
科
に
関
す
る
知
事
答
弁

は
、
現
状
と
変
わ
ら
な
い
と
言

う
こ
と
か
。

基
幹
病
院
整
備
室
長　

緊
急
性

の
高
い
循
環
器
の
患
者
は
、
心

電
図
を
見
て
、
必
要
が
あ
れ
ば

長
岡
圏
域
の
医
療
機
関
に
運
ぶ

体
制
で
今
後
も
臨
み
た
い
。
財

団
も
県
も
含
め
て
医
師
の
確
保

に
努
め
た
い
。

樋
口　

時
間
外
手
当
の
業
務
委

託
の
発
注
者
は
財
団
で
は
な
く
、

基
幹
病
院
か
。
契
約
手
続
き
は

県
の
財
務
規
則
に
な
ら
う
の
か
。

基
幹
病
院
整
備
室
長　

県
が
直

接
執
行
す
る
の
は
備
品
の
発
注

や
修
繕
だ
け
。
他
の
委
託
業
務

は
財
団
が
直
接
行
う
。
民
間
団

体
な
の
で
県
の
財
務
規
則
の
運

用
は
な
い
。
財
団
が
直
接
執
行

し
て
い
る
部
分
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
ら
な
い
。

樋
口　

契
約
の
内
容
を
伺
う
。

基
幹
病
院
整
備
室
長　

契
約
期

間
は
５
月
末
ま
で
。
当
初
は
早

い
履
行
期
限
だ
っ
た
が
、
分
量

が
大
量
で
、
細
か
い
計
算
が
必

要
な
た
め
、
相
手
方
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
期
間
を
延
ば
し
た
。

樋
口　

５
月
25
日
の
理
事
会
で

決
算
が
承
認
さ
れ
た
が
、監
事
、

理
事
か
ら
意
見
は
な
か
っ
た
か
。

樋
口　

魚
沼
基
幹
病
院
が
労
基

署
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
た
こ

と
の
受
け
止
め
は
。

知
事　

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

樋
口　

是
正
勧
告
後
の
不
足
分

が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

知
事
は
承
知
か
。
対
応
は
。

知
事　

不
足
分
の
支
払
い
は
報

告
を
受
け
て
い
な
い
。
是
正
勧

告
に
従
っ
て
速
や
か
に
支
払
う

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
県

と
し
て
財
団
を
指
導
す
る
。

樋
口　

増
資
で
財
政
基
盤
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

知
事　

増
資
と
い
う
方
法
も
一

つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
い
く
。

樋
口　

魚
沼
基
幹
病
院
の
運
営

財
団
は
割
増
賃
金
未
払
い
の
事

案
も
あ
り
安
定
的
な
運
営
状
況

と
は
言
え
ず
、
県
央
基
幹
病
院

の
運
営
主
体
に
は
な
り
得
な
い
。

知
事　

財
団
あ
り
き
で
は
な
く
、

財
政
基
盤
や
必
要
な
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
能
力
な
ど
、
適
切
に
基

準
を
設
定
し
、
透
明
性
を
確
保

し
な
が
ら
選
定
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
医
療
機
関
の
経
営
を
厳
し
く

さ
せ
て
い
る
。
新
潟
県
が
５
月
に
県

内
全
１
２
５
病
院
を
対
象
に
実
施
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病
院
影

響
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
医
業
収
支
の

対
前
年
同
月
比
で
は
、
３
月
、
４
月

の
い
ず
れ
も
減
少
し
、
特
に
４
月
の

減
少
幅
が
大
き
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
受
入
病
院
等
の
減
少
率
は
よ
り
大

き
い
。【
２
面
の
円
グ
ラ
フ
参
照
】

　

経
営
難
の
医
療
機
関
を
支
援
す
る

た
め
、
私
の
所
属
す
る
県
議
会
会
派

の
未
来
に
い
が
た
は
「
国
民
の
命
と

健
康
を
支
え
る
医
療
機
関
へ
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
た
。

　

政
府
は
第
２
次
補
正
予
算
で
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
や
空
床
確
保
料

の
補
助
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
た

が
、
患
者
減
少
に
よ
る
減
収
は
補
償

さ
れ
な
い
。
財
政
的
な
支
援
が
な
け

れ
ば
、
多
く
の
医
療
機
関
は
経
営
継

続
が
困
難
と
な
り
、
医
療
崩
壊
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

01
年
に
発
足
し
た
小
泉
政
権
以

降
、
歴
代
の
自
民
党
政
権
は
社
会
保

障
費
を
大
幅
に
削
減
し
て
き
た
。
診

療
報
酬
も
民
主
党
政
権
時
を
除
い
て

マ
イ
ナ
ス
改
定
が
続
き
、
医
療
機
関

の
基
礎
体
力
が
奪
わ
れ
た
と
こ
ろ
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
直
撃
し
た
。

　

全
国
知
事
会
は
国
に
対
し
、
経
営

が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
へ
の

支
援
と
、
次
の
感
染
の
波
に
備
え
る

た
め
の
継
続
的
な
支
援
を
求
め
て
い

る
。
花
角
知
事
も
６
月
25
日
、
26
日

に
行
っ
た
政
府
要
望
で
、
大
幅
に
減

収
と
な
っ
た
医
療
機
関
へ
の
支
援
策

を
求
め
て
い
る
。

　

自
民
党
も
代
表
質
問
で
「
医
科
診

療
所
等
の
経
営
の
危
機
的
状
況
は
相

当
深
刻
」
と
の
認
識
を
示
し
、
知
事

の
対
応
を
求
め
て
い
た
。
全
会
一
致

で
の
採
択
は
当
然
と
思
い
、
私
は
趣

旨
説
明
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
自
民

党
の
反
対
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

自
民
党
は
、
医
療
機
関
等
へ
の
支

援
と
医
師
確
保
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
。
趣
旨
説
明
で
「
財
政

支
援
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
へ
の
対

応
も
見
据
え
た
医
師
確
保
の
仕
組
み

づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
第
２
波
が
来
て
い
る
と
も
言

わ
れ
る
中
、
医
師
確
保
の
仕
組
み
が

で
き
る
前
に
、
多
く
の
医
療
機
関
は

経
営
破
綻
し
て
し
ま
う
。

副
部
長　

監
事
の
意
見
が
あ

り
、
合
理
的
に
示
せ
る
状
況
に

な
い
こ
と
を
注
記
し
た
。
理
事

か
ら
の
意
見
は
な
い
。

樋
口　

確
定
後
は
速
や
か
に
支

払
わ
れ
る
と
理
解
し
て
い
い
か
。

副
部
長　

是
正
勧
告
後
の
支
払

い
は
、
速
や
か
に
支
払
わ
せ
て

い
た
だ
く
。

福
祉
保
健
部
長　

是
正
勧
告
以

前
の
と
こ
ろ
は
、
計
算
が
終
わ

り
次
第
、
職
員
に
説
明
の
上
、

支
払
い
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

樋
口　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

副
部
長　

病
院
も
そ
う
だ
が
、

財
団
も
含
め
て
業
務
の
運
営
に

問
題
が
あ
っ
た
。

自民党がよもやの反対

医療機関への支援を求める意見書

連合委員会で、魚沼基幹病院の運営な
どをただす、ひぐち県議＝６月29日

　新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止に、すべての医療機関は全

力を挙げて取り組んできた。しかし、

新型コロナウイルス感染症への対応

が長期化するに伴い、外来及び入院

患者数は減少し、病院の経営を厳し

くさせている。

　財政的な支援がなければ、感染症

患者受入病院だけでなく、多くの医

療機関は経営が困難となり、医療崩

壊につながりかねず、一日も早い経

営支援が求められている。

　よって国会及び政府におかれて

は、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大の影響で経営環境が悪化して

いる歯科を含む医療機関の経営を支

えるため、国民の命と健康を支える

医療機関等への交付金制度を早期に

創設することを強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定に

より意見書を提出する。

国民の命と健康を支える医療機関
への支援を求める意見書（抜粋）

厚
生
環
境
委
員
会

県
立
病
院
の
運
営
た
だ
す

県
立
病
院
の
運
営
た
だ
す

連
合
委
員
会

財
団
の
増
資
は
一
手
法

病
院
局

地
元
に
押
し
つ
け
な
い

福
祉
保
健
部

速
や
か
に
支
払
う


